
社会に届け､ひびけ、わたしたちの声！
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9 つの請願項目
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てんかんは、あらゆる年齢で発病する脳の病気です。乳幼児か
ら高齢者まで、全国に約 100 万人の患者さんがいます。発作の
症状や予後には個人差や多様性があり、てんかんのある人とし
て一律には語れません。てんかんへの理解と支援を求める運動
がスタートして2023年に 50年となりましたが、ライフステー
ジ毎に、未だにさまざまな不利益を受けることがあります。
てんかんのある人とその家族が安心して暮らせる社会の実現の
ために、ここに9項目の請願をいたします。

※その 9項目についての現状と目標を解説しますので、是非参考にしてください。
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地域格差のない選択可能なサー
ビスの提供を！
てんかんは、発作症状だけが問題と思われがちで
す。しかし発作がいつおきるか分からない不安、
薬による副作用、脳に起因する高次脳機能、発達、
知的、精神など障害の併発など、課題を抱えてい
ます。その課題解決が難しいことが時にサービス
提供側の不安となり、サービス提供を制限される
現実があります。てんかんの特性を踏まえて、て
んかんのある人も利用しやすい福祉サービスの運
用、相談窓口の拡充をお願いします。

◆てんかんの障害特性に配慮して、福祉サービスや相談
　窓口を全国で格差なく利用できるよう整備し、推進し
　てください。


